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平
成
30
年
実
績

　

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１

年
間
に
あ
わ
ら
市
を
訪
れ
た
観
光
客

は
、
１
７
２
万
６
５
０
０
人
（
対
前
年
比

９
万
３
７
０
０
人
、
５・
１
％
の
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
宿
泊
客
は
、

81
万
６
３
０
０
人
（
同
１
万
５
１
０
０
人
、１・

８
％
の
減
）、日
帰
り
客
は
91
万
２
０
０
人
（
同

７
万
８
５
０
０
人
、
７・
９
％
の
減
）
と
、
北

陸
新
幹
線
金
沢
開
業
後
４
年
目
を
む
か
え
、
開

業
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
と 

の
比
較

災
害
や
旅
行
形
態
の
変
化
が
影
響

　
あ
わ
ら
温
泉
の
宿
泊
客
は
80
万
５
３
０
０
人

で
、
前
年
よ
り
１・８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
２
月
の
大
雪
に
よ
り
、
１
万
１
０
０
０

人
以
上
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
す
る
な
ど

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
豪

雨
や
台
風
な
ど
度
重
な
る
災
害
が
発
生
し
、
特

に
豪
雨
災
害
が
あ
っ
た
７
月
は
10
・
８
％
の
減

と
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
５

月
に
老
舗
旅
館
が
火
災
で
焼
失
し
休
業
状
態
と

な
っ
た
こ
と
や
、
旅
行
形
態
が
団
体
旅
行
か
ら

個
人
や
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
へ
シ
フ
ト
す

る
な
ど
１
部
屋
あ
た
り
の
宿
泊
人
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
井
国
体
に
よ
り
入
込
増

　
各
観
光
地
に
お
い
て
は
、
金
津
創
作
の
森
と

ａ
キ
ュ
ー
ブ
を
除
い
て
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

多
く
の
施
設
が
大
雪
や
台
風
、
大
雨
な
ど
度

重
な
る
災
害
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
昨
年
は
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
３
万
７
８
０
０
人
が
あ

わ
ら
市
を
訪
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
あ
わ
ら
温
泉
の
入
込
客
数
が
、
ほ

と
ん
ど
の
月
に
お
い
て
減
少
傾
向
と
な
っ
た

中
、
同
大
会
が
開
催
さ
れ
た
９
月
、
10
月
は
前

年
同
月
比
10
％
～
22
％
の
増
と
な
り
、
ま
た
、

同
期
間
の
芦
湯
や
屋
台
村
の
入
込
数
も
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
に
も
国
体
開
催
に

よ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
数
の
伸
び
し
ろ
大
き
く

　

あ
わ
ら
温
泉
の
外
国
人
宿
泊
者
は

１
万
５
２
８
３
人
と
、
32
・
４
％
増
加
し
て

お
り
、
前
回
と
比
較
し
て
21
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
平
成
31
年
１

月
に
発
表
し
た
30
年
の
訪
日
外
国
人
客
数
（
推

計
値
）
は
、
前
の
年
に
比
べ
て
８・
７
％
増

の
３
１
１
９
万
２
０
０
０
人
と
過
去
最
高
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
あ
わ
ら
温
泉
の

宿
泊
者
数
は
ま
だ
ま
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
国
・
地
域
の
内
訳
で
は
、
台
湾
か
ら

の
観
光
客
が
最
も
多
く
、次
い
で
香
港
、中
国
、

タ
イ
か
ら
の
観
光
客
が
高
い
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

総
合
的
評
価

　
市
全
体
で
見
る
と
、
入
込
客
数
お
よ
び
宿
泊

客
数
が
と
も
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
開
業
の

前
よ
り
落
ち
込
む
と
い
う
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
利
用
者
数
が
初
の

前
年
超
え
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
わ
ら

温
泉
だ
け
で
な
く
、
周
辺
温
泉
地
の
宿
泊
客
数

が
軒
並
み
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

金
沢
か
ら
一
歩
先
へ
呼
び
込
む
施
策
が
ま
だ

不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

金
沢
に
近
い
こ
と
を
強
み
と
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
強
化
し
、
関
東
方
面
か
ら
の

誘
客
を
さ
ら
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
よ
り

ア
ク
セ
ス
が
不
便
に
な
る
関
西
方
面
や
中
京

方
面
か
ら
の
観
光
客
の
減
少
が
今
後
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
関
西
・
中
京
方
面

へ
の
新
た
な
Ｐ
Ｒ
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
が

課
題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
対
応

観
光
振
興
戦
略
の
計
画
的
な
実
施

　

目
前
に
控
え
て
い
る
令
和
５
年
の
北
陸
新

幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
関
西
圏
・
中
京
圏
に
加
え
、
関
東
圏
、
さ
ら

に
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
た

め
、「
あ
わ
ら
市
観
光
振
興
戦
略
」
を
本
年
４

月
に
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。「
和
心
あ
ふ
れ

る　

国
際
的
な
感
幸
地
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、
次
の
７
つ
の
戦
略
を
掲
げ
、
各

戦
略
の
方
針
に
沿
っ
て
16
の
施
策
、
52
の
事

業
を
実
施
し
、
観
光
交
流
人
口
の
増
加
と
観

光
消
費
額
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 「
あ
わ
ら
な
ら
で
は
」
の
魅
力
の
磨
き
上
げ

Ⅱ 

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
観
光

エ
リ
ア
と
拠
点
の
創
造

Ⅲ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
た
誘
客
拡
大

Ⅳ 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
伝
え
る
戦
略
的
な
情
報
発

信
と
営
業
活
動
の
展
開

Ⅴ 

組
織
や
地
域
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

Ⅵ 

観
光
振
興
を
担
う
人
材
育
成
と
推
進
体
制

の
充
実

Ⅶ 

世
界
か
ら
招
く
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

　

観
光
振
興
戦
略
の
計
画
期
間
は
平
成
31
年

度
か
ら
５
年
間
と
し
て
お
り
、
初
年
度
と
な

る
本
年
度
は
芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
推
進
を
は
じ
め
、
観
光
素

材
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
な
ど
を
戦
略

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
効
果

検
証
を
行
い
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
外

部
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

問
合
せ
　
観
光
振
興
課

☎
７
３-

８
０
２
９

平成 30 年あわら市観光地別入込客数平成 30 年あわら市　　　
地域別観光客数（県外客）

農産物直売所きららの丘
　20 万 1200 人

47.8％

11.7％

8.1％
7.3％

6.0％
5.0％

14.1％
あわら温泉
　82 万 5500 人

芦湯　14 万 100 人

ゴルフ場
　12 万 6000 人

金津創作の森
　10 万 3200 人

北潟湖畔
　８万 6700 人

その他（セントピアあわら、吉崎御坊、

屋台村など）　24 万 3800 人

合計
172 万 6500 人

関西地方
　32 万 4600 人

39.2％

20.5％

15.0％

14.8％

10.5％

中京地方
　16 万 9300 人

関東地方
　12 万 3900 人

北陸地方
　12 万 2700 人

その他
　８万 6800 人

合計
82 万 7300 人

健康長寿課からのお知らせ

集まれ！介護予防教室　　
　いつまでも健康で自立した生活が過ごせるよ
う、介護予防に取り組みませんか。詳しい日程は、
お問い合わせください。

フレイルサポーターになってみませんか？

▼すこやかクラブ
と　き（月２回） ところ

火曜日
13 時 30 分～ 15 時 中央公民館

水曜日
14 時～ 15 時 30 分 保健センター

木曜日
13 時 30 分～ 15 時 湯のまち公民館

内　容　懐メロに合わせたストレッチや転倒予防体
操など、主に運動を中心とした自主サロン

▼脳活性化教室
と　き　月２回　金曜日
ところ　保健センター

コース 時　間 対　象
生き生き
若返りコース

９時 30 分～
11 時 30 分

主に 75 歳
以上の人

チャレンジ
コース 14 時～ 16 時 主に 65 歳～

74 歳の人
内　容　脳活性化レクリエーションや体操、栄養

講座、音楽講座など認知症予防の教室

▼はつらつシニア教室
と　き　５月～ 12 月の月１回　基本第４月曜日

※ ９月は 30 日、12 月は 16 日開催
14 時～ 15 時 30 分

ところ　保健センター
内　容　運動や栄養、認知症予防などさまざまな

講座で、８回限定の卒業型教室

▼出前講座
内　容　老人会や地区行事など 10 人以上集まる機会

に、介護予防出前講座を開催（１地区１回）

問合せ　健康長寿課　☎ 73-8022

　年をとって心身の活力が低下した状態をフレイルといいます。いつまでも元気で健
康的な生活を送るためには、フレイル予防がキーワードです。
　市では、市民の介護予防・健康づくりのお手伝いをしてくださるフレイルサポーター
を募集しています。

フレイルサポーターの主な活動
・フレイルチェックの運営

準備や測定、フレイルについての説明などを行います。
・フレイル予防の普及啓発

出前講座や公民館祭りなど、さまざまな場所に出向
いて市民の皆さんにフレイル予防を呼び掛けます。

フレイルサポーターになるためには？
　フレイルサポーターになるには、市が開催している
養成講座を受講する必要があります。

▼平成 31 年度フレイルサポーター養成講座
と　き　６月 25 日（火）９時～ 16 時
ところ　あわら市役所
対　象　平日の日中に活動ができる人

（元気な高齢の人大歓迎）
定　員　10 人程度
申込み　【期限】６月 21 日（金）

健康長寿課にお申し込みください。

現役フレイルサポーターにインタビュー！
　皆さんこんにちは！フレイル
サポーターの柴田です。サポー
ターになって３年目となります。
　私は初めてフレイルチェック
を行ったとき、自分自身がフレ
イルだということに気付きまし
た。しかし、ウォーキングや筋
トレ、食事など生活習慣を見直し、半年後には健
康な状態に戻ることができました。そのことがと
てもうれしく、サポーターとして少しでも皆さん
の健康づくりのお手伝いができたらと活動して
います。
　体力の続く限り、ストップ・ザ・フレイルを合
言葉にさまざまな場で、健康づくりへのお手伝い
を続けていきたいと思います。
　皆さん、私たちと一緒にあわら市のフレイル予
防を盛り上げませんか？

柴田　義則 さん
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